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偶然性の表出
ハインリヒ・フォン・クライスト『チリの地震』
岡 本 雅 克
1．は じ め に
西洋哲学において，偶然は理性に対立するものとして不当に貶められてきた。
近代にあっても，スピノザ（16321677）は，「ある物が偶然と呼ばれるのは，
我々の認識の欠陥に関連してのみであって，それ以外のいかなる理由によるも
のでもない」（1）とし，カント（17241804）は，「何ものも盲目的な偶然によって
は生起しない」（世界のうちに偶然はないinmundonondaturcasus）とい
う命題は，アプリオリな自然法則にほかならない（2）とし，ヘーゲル（1770
1831）は，「哲学的考察は，偶然的なものを除去するという以外の意図をもた
ない」（3）としている。こうした近代理性主義の時代にあって，36年という短い
生涯のうちに8作の戯曲と8篇の小説を遺したハインリヒ・フォン・クライス
ト（17701811）の小説においてはしかし，偶然が重要な契機をなしているば
かりでなく，偶然が骨子をなしていることが，これまで多くの研究者によって
指摘されてきた（4）。その中でも特に『チリの地震』においては，偶然が過剰な
までに積み上げられており，近代哲学において正当に扱われることのなかった
偶然性の問題が主題として取り上げられている。本稿では，『チリの地震』に
おいて，偶然がどのようなものとして提示され，それがいかに表出されている
か考察する。
2．不条理性としての偶然性
『チリの地震』は明確な三部構成（5）を持ち，特にその第一部において，偶然
を示唆する表現が数多く見られる。ジェロニモは，幸運な「偶然」（6）によって，
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カルメル会修道院に預けられていたジョゼフェと連絡を取り直す。そして聖体
の祝日，修道女と修練女の行列が始まった「まさにその時」（ebd.），修練女の
ジョゼフェは陣痛を起こして倒れる。ジェロニモとジョゼフェは投獄され，彼
女には斬首刑が宣告される。処刑執行の日，絶望したジェロニモは「偶然」
（191）が残してくれた綱で首を吊って死のうと決心する。このように偶然の連
鎖は，最初ジェロニモとジョゼフェを不可抗力的に死へと追いやるが，その後
二人を奇跡的に死から遠ざける方向へ繰り返し機能することによって，二人は
神の特別な庇護のもとにあると考えるようになる。ジェロニモが牢獄の柱のと
ころに立ち，綱を固定した「まさにその時，突然」（191f.）大地震が勃発する。
牢獄の建物と向かい側の建物が鉢合わせになることによって，「偶然の」（193）
アーチが形づくられ，牢獄の建物の全壊を妨げる。このように地震によって自
殺による死を免れたジェロニモは，「わが身の奇跡的な救出」を「神」に感謝
する（195）。一方，ジョゼフェも刑場のすぐ近くまで来た「時，突然」（197）
大地震が勃発し，彼女は処刑による死を免れる。崩れ落ちてくる修道院の建物
の中から奇跡的にわが子を救い出した彼女が，尼僧院長の腕の中に身を投げ出
そうとした「まさにその時」（199），尼僧院長は落ちてきた破風によって打ち
殺される。相手の生存を諦めかけていたジェロニモとジョゼフェは，とある谷
間で再会を果たし，至福のうちに抱擁し合う。ここで語り手は，二人を救い出
した「天の奇跡」（197）に言及するが，こうした語り手の視点は，二人の視点
と重ね合わせて理解することができる（7）。
しかし，第三部で，神に感謝を捧げるためにミサに参列した二人は，群集に
よる殺害行為の犠牲となる。司教座聖堂参事会員の説教によって煽動された群
衆は，修道院の庭での冒行為に対する神の怒りを地震の根拠と見なし，ジェ
ロニモとジョゼフェとその私生児を殺害することが神意にかなったことである
と解釈するからである。群衆はしかし，ジェロニモとジョゼフェと，私生児フィ
リップの代わりにドン・フェルナンドの息子ホアンを殺害し，私生児フィリッ
プは生き残る。このように，地震という自然の偶然は，登場人物たちによって
神の恩恵あるいは神の怒りと結びつけて解釈されるにもかかわらず，双方の解
釈は，私生児フィリップだけが生き残ることによって挫折する。こうして語り
手は，偶然を神との関係においてとらえようとする登場人物たちの解釈の恣意
性を明るみに出すことによって，「根拠なしに生起することである偶然性」
（8）
を読者に暗示するのである（9）。
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3．言語の詩的機能
「偶然のアーチ」は，牢獄の建物の「落下」と向かい側の建物の「落下」の
遭遇によって形づくられる。しかし，「偶然のアーチ」はその均衡状態を保持
し続けるわけではなく，ジェロニモが牢獄の壁の隙間から脱出した直後に，大
地の二度目の震動によって崩壊する。
DerBodenwankteunterseinenFuen,aleWandedesGefangnisses
rissen,derganzeBauneigtesich,nachderStraezueinzusturzen,
und nur der,seinem langsamen Fall begegnende,Fall des
gegenuberstehenden Gebaudesverhinderte,durch einezufallige
Wolbung,dieganzlicheZubodenstreckungdesselben.Zitternd,mit
straubendenHaaren,undKnien,dieunterihmbrechenwolten,glitt
JeronimouberdenschiefgesenktenFubodenhinweg,derOffnung
zu,diederZusammenschlagbeiderHauserindievordereWanddes
Gefangnisseseingerissenhatte.KaumbefandersichimFreien,alsdie
ganze,schonerschutterteStraeaufeinezweiteBewegungderErde
voligzusammenfiel.（193;強調は引用者）
床が足元で揺れ，牢獄の全ての壁が裂け，建物全体が傾き，街路の方へ崩
れかかった。牢獄の建物の緩慢な落下は，向かい側の建物の落下と遭遇し，
偶然のアーチを形づくることによって，その完全な倒壊を免れた。震えな
がら，髪の毛を逆立て，へたり込みそうになりながら，ジェロニモは，斜
めに傾いた床の上を，二つの建物の衝突によって牢獄の前方の壁に刻まれ
た裂け目の方へと滑って行った。彼が外に出るやいなや，すでに揺さぶら
れていた街全体は，大地の二度目の震動で完全に崩壊した。
「偶然のアーチ（einezufaligeWolbung）」は，建物の「落下（Fal）」と
建物の「落下（Fal）」の遭遇によって形づくられるばかりでなく，大地の余
震によって「崩壊する（zusammenfalen）」。zusammenfalenという語には，
「崩壊する」のほかに「一致する」という語義があり，この二つの意味，つま
りZusammenfal（一致）とZerfal（崩壊）が「偶然のアーチ」によって実
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現されていることに着目したW・ハーマッハーは，FalとZufal（および
Zusammenfal,Zerfal）の関係を，「偶然のアーチ」の形象に即して説明して
いる（10）。
さらにハーマッハーは，Zufal（偶然），einsturzte（崩れる），versank
（沈む），umzufalen（倒れる），einzusturzen（崩れる），Fal（落下），Fal
（落下），zufalige（偶然の），Zusammenschlag（衝突），zusammenfiel（崩
壊する）…（191ff.）という一連の語が，Zufalという語を動詞の網の中へと
組み込むことによって，Zufalという語は，Kontingenz（偶然性）という慣
習的な意味のほかに，Konvergenz（収斂＝Zusammenfal）およびKolaps
（崩壊＝Zerfal）という意味を帯びるとし，『チリの地震』における偶然の詩
的な論理を，語の連結という言語上の論理として，Zufalという語が組み込
まれる意味および形態上の隣接関係において，特にFalという語との密接な
関係のもとに解明している（11）。
通常の言語理解では別の語であるFalとZufalを，意味および形態上の隣
接関係のもとに関連づけるハーマッハーの視点は，偶然の詩的な論理を言語上
の論理として捉えようとする前提から提起されたものであるが，やはり言語の
地平に着目し，ハーマッハーとは別の視点から，共通の形態素や音素をもった
語相互の間に意味の連関を見出そうとするD・E・ウェルベリーは，「クライ
ストの作品では，ある種の形態素Morphemも，また音素群Phonemgruppe
さえも，追加の意味を獲得することがある。息子の 悪意の告げ口hamische
Aufmerksamkeitは，ジョゼフェの妊娠が巻き起こす センセーション
Aufsehenと類縁性をもつ。また 鐘の音AnklangederGlockenのとこ
ろで読者は，ある犯罪の咎で告訴されたスペイン人 aufeinVerbrechen
angeklagterSpanierジェロニモ・ルゲラのことを思い出す」
（12）と指摘して
いる。語られる内容のみならず，言語そのものへの指向を共有する両者の見解
は，詩的テクストから散文テクストへと拡張された，言語の詩的機能への視座
を開くものにほかならない。
ソシュールの連合と統合の概念を選択と結合の概念で置き換えたヤーコブソ
ンは，言語のこの二つの軸を隠喩と喚喩という二つの文彩に関連づける一方で，
言語の二軸理論を基礎として，「メッセージそのものへの指向，メッセージそ
のものへの焦点合わせ」（13）にほかならない言語の詩的機能は，「等価の原理を
選択の軸から結合の軸へ投影する」（14）と規定している。ヤーコブソンによれば，
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言語の詩的機能にあっては，選択の軸に潜在する意味，形態，音韻といったす
べての言語レヴェルにおける等価の原理が，結合の軸へと転位され，顕在化さ
れる。ハーマッハーが意味および形態のレヴェルで関連づけたFalとZufal，
あるいは， ウェルベリーが形態および音韻のレヴェルで関連づけた
angeklagterと Anklange，Aufmerksamkeitと Aufsehenの間には，選択
の軸に潜在する隠喩的な構造との密接な関係を見て取ることができる。
このようにテクストの言語そのものに注意を向けてみると，音韻および形態
上の類似性によって共鳴し合ういくつもの語群が見て取れる。ジェロニモが幸
運な「偶然（Zufal）」によって修道院に預けられていたジョゼフェと連絡を取
り直すことによって，彼女が陣痛を起こして倒れるという「出来事（Vorfal）」
（189）が生起する。聖体の祝日，厳かな「行列（Prozession）」（ebd.）の開始
と同時に，修練女のジョゼフェが陣痛を起こして倒れることによって，彼女は
「裁判（Proze）」（191）にかけられる。ジェロニモにとって幸福な「舞台
（Schauplatze）」（189）が修道院の庭に現出することによって，ジョゼフェの
処刑の行列は「見せ物（Schauspiele）」（191）となり，「刑場（Richtplatze）」
（ebd.）へと向かうことになる。ジョゼフェに加えられるはずの神の「制裁
（Rache）」（ebd.）の代わりに，「轟音（Gekrache）」（193）とともに大地震が
起こり，彼女の処刑の行列は蹴散らされる。angeklagterと Anklange，
AufmerksamkeitとAufsehenといった語群ばかりでなく，その周辺にまき
散らされたZufalとVorfal，ProzessionとProze，SchauplatzeとSchau
spiele，SchauplatzeとRichtplatze，RacheとGekracheといったいくつも
の語群を形づくる個々の語は，音韻および形態上の類似性を形づくることによっ
て，言語の詩的機能への注意を繰り返し喚起するのである（15）。
4．偶然のアーチ
「偶然のアーチ」は，建物の「落下」と建物の「落下」の遭遇によって形づ
くられるばかりでなく，大地の余震によって崩壊へと至る。しかし，「偶然の
アーチ」は作品の中で具体的に語られるばかりではない。ハーマッハーは，二
つの建物の衝突を社会的な暴力と自然の力との衝突へと置き換えることによっ
て，物語それ自体が「偶然のアーチ」を形づくるとし，「物語それ自体の様々
な段階が，その連続の中で偶然の三つの決定的な局面をも描き出す。トリプティー
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クの最初の部分における生命を脅かす二つの暴力の衝突，第二の部分における
それらの相互停止，最後の部分におけるそれらの殺人的傾向の執行。こうして，
物語それ自体が，その中で話題になっている 偶然のアーチを，衝突する諸
要素の静止を，自然の法則および国家の法律といった規則を満たさねばならな
い落下の遅延を形づくる」と指摘している（16）。物語それ自体が形づくる「偶然
のアーチ」という観点からすれば，ジェロニモとジョゼフェがそれぞれ自殺と
処刑の直前に地震によって死を免れる第一部と，二人が群集による殺害行為の
犠牲となる第三部との間にはさまれた第二部では，第三部におけるその崩壊の
遅延が生じているということになる。
第二部（の導入部）で再会を果たしたジェロニモとジョゼフェは，静かな一
夜を過ごしながら，「自分たちが幸福になるために，どれほどの悲惨がこの世
にもたらされなければならなかったか」（203）ということに思いを馳せる。し
かし，この場面には，二人の破滅を予感させる逆説的な象徴が描かれている。
彼らは，よい香りのする実をたわわにつけた枝を大きく広げた，見事な柘
榴の木を見つけた。…ジェロニモはその幹に腰を下ろし，ジョゼフェは彼
の膝に，フィリップはジョゼフェの膝に，ジェロニモの外套にくるまって
座り，休息をとった。（201）
K・ミュラーザルゲットが，「古代より柘榴は豊穣の象徴であり，そのか
ぎりでは禁じられた愛から生じた自然の家族と関連している。他方ではしかし，
柘榴は死者の国の女王ペルセポネの実でもあった。死者の国の支配者ハデスが
やむなく解放したペルセポネは，その実を味わってしまったがゆえに引き返さ
ねばならず，この世を訪れることを許されるのは半年だけになってしまった。
こうして，この象徴のうちに，分かちがたく生と死，生成と破壊，解消さ
れえないアンチノミーが起こっているのである」（17）と指摘するように，この一
見幸福そうな場面にも，不吉な表象が入り込んでいるのであり，語り手は，
「柘榴の木」という両義的な象徴を用いて，幸福な二人に忍び寄る悲劇を読者
に暗示するのである。
また，第二部でジェロニモとジョゼフェは幸福の絶頂へと導かれていくが，
その様子を描く語り手の文体には，ある特徴が見られる。ドン・フェルナンド
の家族に好意的に迎えられた二人の胸中には奇妙な思いが去来し，刑場や牢獄
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といった過去のことが夢のように思えてくる（「あたかも人々は，轟音で満た
されたあの恐ろしい衝撃以来，皆和解しているかのようであった」）（205）。ま
た，地震による破滅を逃れた人々が同情し合い，助け合う光景を目の当たりに
した二人は，彼らを糾弾する地震以前のサンチャゴの市民との関係が解消され
たと思い込む（「実際，人間の地上の財産がすべて破壊され，自然全体が埋め
尽くされそうになったこの恐ろしい瞬間の最中に，人間精神そのものが美しい
花のように開花するかに見えた」，「あたかも共通の不幸が，そこから逃れたす
べての人を一つの家族にしたかのようであった」）（207）。このように語り手は，
alsob（あたかも…のように）やscheinen（…であるように見える）という
表現を用いて，語られた内容の客観性を留保し，その非現実性を繰り返し読者
に暗示するのである。
ドン・フェルナンドの家族に優しく迎えられたばかりでなく，人々が一つの
家族と化しているかのような光景を目の当たりにした二人は，人々との地震以
前の関係が一変したと思い込み，当初の将来の計画を変更する。最初に将来の
計画を立てる夜の場面で，「柘榴の木」の影が幸福な二人を覆っていたように，
将来の計画を変更する場面でも，「柘榴の森の葉陰」が幸福の絶頂にある二人
を覆う。
Jeronimonahm Josephen,...beim Arm,undfuhrtesiemitunaus-
sprechlicherHeiterkeitunterdenschattigenLaubendesGranat-
waldesaufundnieder.Ersagteihr,daer,beidieserStimmungder
GemuterunddemUmsturzalerVerhaltnisse,seinenEntschlu,sich
nachEuropaeinzuschiffen,aufgebe;daervordem Vizekonig,der
sichseinerSacheimmergunstiggezeigt,fallsernochamLebensei,
einenFufallwagenwurde;unddaerHoffnunghabe（wobeierihr
einenKuaufdruckte）,mitihrinChilizuruckzubleiben.Josephe
antwortete,daahnlicheGedankeninihraufgestiegenwaren;da
auchsienichtmehr,fallsihrVaternurnocham Lebensei,ihnzu
versohnenzweifle;dasieaberstattdesFufallesliebernachLa
Conceptionzugehen,undvondortausschriftlichdasVersohnungs-
geschaftmitdemVizekonigzubetreibenrate,womanaufjedenFall
inderNahedesHafensware,undfurdenbesten,wenndasGeschaft
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dieerwunschteWendungnahme,jaleichtwiedernachSt.Jago
zuruckkehrenkonnte.NacheinerkurzenUberlegunggabJeronimo
derKlugheitdieserMaregelseinenBeifall,fuhrtesienochein
wenig,dieheiternMomentederZukunftuberfliegend,indenGangen
umher,undkehrtemitihrzurGeselschaftzuruck.（209;下線と強調
は引用者）
ジェロニモはジョゼフェの腕を取り，言い表わせないほど晴れやかな気分
で，柘榴の森の葉陰の下を行ったり来たりした。彼は，人々がこのような
気持ちであり，すべての関係が一変したのだから，ヨーロッパへ船で渡る
という決心を放棄し，自分の件に常に好意を示してくれた副王が，もしま
だ生きていたら，思い切ってその御前に平伏してみよう，できることなら
（彼は彼女に接吻しながら）お前と一緒にチリにとどまりたい，と言った。
ジョゼフェは，同じような考えが心に浮かんできたと答えた。もし父がま
だ生きていたら，疑いなく和解できると思う，でも，副王の御前に平伏す
るより，ラ・コンセプシオンに行き，そこから書面で副王との和解の仕事
を進めるのがよいと思う，そこならいずれにせよ港は近いし，うまく行っ
て，和解の仕事が順調に進めば，容易にまたサンチャゴに帰ってくること
ができると。少し考えてから，ジェロニモは彼女の考えの賢さに拍手を送
り，晴れやかな将来に思いを馳せながら，いま少し彼女と小道を歩き回り，
彼女と一行のところに戻っていった。
引用箇所の最後の行に見られるGeselschaftという語は，この作品の中で，
ドン・フェルナンドの「一行」という意味だけでなく，サンチャゴの市民「社
会」（207）という意味でも使用されている。Geselschaftという語の両義性に
着目したザルゲットによれば，ジェロニモとジョゼフェの「ドン・フェルナン
ドを取り巻くGeselschaft（一行）への帰還はすなわち，その直後になされる，
その不自然な規則に対する違反に容赦なく復讐しようとする，あのもう一つの
分かち難い Geselschaft（社会）への帰還でもある。」（18）サンチャゴの市民
「社会」への帰還という伏線を孕んだドン・フェルナンドの「一行」のもとへ
の帰還の直前に，幸福の絶頂にある二人が将来の計画を変更する場面は，その
直後に，二人が殺害されることになるドミニコ教会でミサが執り行われるとい
う知らせが伝わってくるように，物語それ自体によって形づくられる「偶然の
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アーチ」という観点からすれば，それが崩壊へと向かって張り詰めている場面
であると考えられる。
二人が将来の計画を変更する場面の原文に目を向けてみると，falという形
態を含むいくつもの語（fals，Fufal，fals，Fufales，Fal，Beifal）が
まき散らされているのが見て取れる。こうした形態・音韻上の類似性をもった
個々の語は，統語論的な文構造の中で，それぞれの意味〔fals（もし…なら
ば），Fufal（平伏），Fal（場合），Beifal（拍手）〕を担って機能しており，
こうした語りの地平において，「偶然のアーチ」は建物の「落下（Fal）」と建
物の「落下（Fal）」の遭遇によって形づくられるとされていた。しかし，こ
うした慣習的な言語使用によっては覆い隠されている言語の地平において，物
語それ自体によって形づくられる「偶然のアーチ」が崩壊へと向かって張り詰
めている場面とまさに呼応する形で，それぞれの語に内包されたfalは，互
いに共鳴しながら，「偶然のアーチ」を繰り返し暗示するのである。
このように，言語の地平において「偶然のアーチ」が繰り返し暗示される一
方で，語りの地平においても，「偶然のアーチ」の形象を想起させるような均
衡状態が，第三部で繰り返し描き出されている。倒壊する二つの建物によって
形づくられる「偶然のアーチが，最初は救出を可能にするが，その後すべてを
埋めてしまう」ことに着目したザルゲットは，「偶然のアーチ」の形象に「救
出と破滅の逆説性」の象徴化を見て取る（19）が，物語それ自体によって形づく
られる「偶然のアーチ」も，第一部でジェロニモとジョゼフェを救出する一方
で，第三部で二人を破滅させ（つつ，フィリップを救出す）る。こうした逆説
性を象徴するものとしての「偶然のアーチ」の形象を想起させるような均衡状
態を列挙すれば，以下のようなものがある。司教座聖堂参事会員の説教によっ
て煽動された群衆の一人がジョゼフェの髪をつかんで引き倒そうとする。しか
し，ドン・フェルナンドが彼女を支えることによって，彼女はよろめき倒れる
のを免れる（215）。このように，群集の一人と，ジョゼフェとドン・フェルナ
ンドとの間には，「偶然のアーチ」の形象を想起させるような均衡状態が生じ
ていることが見て取れる。靴屋のペドリーヨ親方が，ジョゼフェが抱いている
子供の父親を確認しようとした時，騒動におびえた子供がジョゼフェの胸から
父親のドン・フェルナンドの腕の中へ移動しようとするのを見て，群衆はドン・
フェルナンドがジェロニモ・ルゲラだと錯覚する。「あいつが父親だ！」とあ
る声が叫び，「あいつがジェロニモ・ルゲラだ！」と別の声が叫び，「あいつら
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が神を冒する人間どもだ！」と第三の声が叫ぶ。そして「あいつらを石で打
ち殺せ！あいつらを石で打ち殺せ！」とイエスの聖堂に集まったキリスト教徒
全員がいっせいに声を上げる。その時，ジェロニモは「待て！人でなしども！
お前たちがジェロニモ・ルゲラを探しているなら，ここにいるぞ！その男を放
せ，その男は無実だ！」と叫び，自分がジェロニモ・ルゲラだと名乗り出る。
怒り狂う群衆は，ジェロニモの言葉によって混乱し，ひるみ，いくつもの手が
ドン・フェルナンドを放す（215ff.）。このように，群衆の声とジェロニモの声
との衝突によって均衡状態が生じていることが見て取れる。また，ちょうどそ
の時，重要な地位にある海軍士官がドン・フェルナンドの身元を確認するが，
ペドリーヨ親方にジョゼフェの確認を迫られた海軍士官が，彼女のことをよく
知っていたために返答をためらうことによって，あらたに激昂させられた群衆
と，首都の指揮官の息子ドン・フェルナンド・オルメスという社会的に承認さ
れた名前，あるいは彼が請いうけた海軍士官の剣との間に均衡状態（「人々は…
道をあけた」）が生じ，ドン・フェルナンドの一行は教会の外に出ることに成
功する（217ff.）。このように，「救出と破滅の逆説性」を象徴するものとして
の「偶然のアーチ」の形象を想起させるような均衡状態が，第三部において繰
り返し描き出されているのである（20）。
5．む す び
『チリの地震』の語り手は，偶然を神の意志と関係づけてとらえようとする
登場人物たちの解釈の恣意性を露呈させることによって，「根拠なしに生起
することである偶然性」を読者に暗示する。また，こうした偶然性は，両義的・
逆説的な象徴としての「偶然のアーチ」によって形象化される。「偶然のアー
チ」は，作品の中で具体的に語られるばかりでなく，物語それ自体によっても
形づくられ，さらに，その形象を想起させるような均衡状態へと変奏される。
しかし，偶然性の表出は，こうした語りの地平に限定されているわけではない。
本稿では，言語の詩的機能に焦点を当てながら，テクストそのものがその言語
の地平に表出する「偶然のアーチ」についても考察してきた。このように偶然
性を多層的に表出する『チリの地震』というテクストの構造の一端を見定めて，
本稿を終えることにする。
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（1） スピノザ『エチカ（上）』（畠中尚志訳，岩波文庫）1997年，77頁。
（2） ImmanuelKant:KritikderreinenVernunft1.In:Ders:Werkausgabe.
Hrsg.v.WilhelmWeischedel.Bd.3,14.Aufl.,Suhrkamp,Frankfurta.M.2000,
S.258.（A227f./B279f.）
（3） GeorgWilhelm FriedlichHegel:VorlesungenuberdiePhilosophieder
Weltgeschichte.In:DieVernunftinderGeschichte.volstandigneueAusg.
vonGeorgLasson.（PhilosophischeBibliothek;Bd.171a）F.Meiner,Leipzig
1917,S.5.
（4） 例えば，H.P.へルマンは，クライストのノヴェレ全般に関して，「クライスト
のような劇作家の場合に，ノヴェレの経過の中で…諸偶然が運命的な意味を獲得
するところの 前代未聞の諸状況に出くわすことはあまり異常なことではない。
…彼はノヴェレの伝統の従来の諸形式を越えて，諸状況を積み重ね高めるので，
状況と 偶然は，彼独自の詩作にとって中心問題となり，その基本的な地
平となる」と評している。Vgl.HansPeterHerrmann:ZufalundIch.Zum
BegriffderSituationindenNovelenHeinrichvonKleists.In:Walter
Muler-Seidel（Hrsg.）:HeinrichvonKleist.AufsatzeundEssays.（Wegeder
Forschung;Bd.147）WissenschaftlicheBuchgeselschaft,Darmstadt1967,S.
368f.
（5） チリ王国の首都サンチャゴの貴族ドン・エンリコ・アステロンは，一人娘のジョ
ゼフェと家庭教師のジェロニモが相愛の仲になったのを見咎め，彼女を修道院に
預ける。しかし，ジェロニモが彼女と修道院の庭で密通することによって，二人
は投獄され，彼女には斬首刑が宣告される。処刑執行の日，首を吊って自殺しよ
うとする彼と，処刑場の近くまで迫った彼女は，地震によって死を免れる。これ
が第一部である。とある谷間で再会を果たした二人は，至福の一夜を過ごし，そ
の翌日，ドン・フェルナンドの家族に優しく迎えられ，晴れやかな将来に思いを
馳せる。これが第二部である。その日の午後，ミサに参列するためにドミニコ教
会に向かった二人は群衆による殺戮行為の犠牲となり，生き残った息子のフィリッ
プはドン・フェルナンドとその妻ドンナ・エルヴィーレによって養子に迎えられ
る。これが第三部である。
（6） HeinrichvonKleist:SamtlicheWerkeundBriefein4Bdn.Hrsg.vonIlse-
MarieBarth,KlausMuler-Salget,StefanOrmannsundHinrichC.Seeba.
Frankfurta.M.:DeutscherKlassikerVerlag198891,Bd.3,S.189.以下，同
書からの引用に際しては，括弧内に頁数のみを示す。
（7） 第二部で，ジョゼフェも地震を「天」の「恩寵」と見なし（207），地震が「創
造主の不可解で崇高な力」（211）によって起こったものであると解釈している。
（8） 加藤周一監修『世界大百科事典』（平凡社）2007年，「偶然」の項，第8巻，27
頁。
（9） 不条理性としての偶然性の詳細については，岡本雅克『近代的自我の彼方へ
クライストとカント 』（東京大学・人文社会系研究科，博士論文）2006
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年，40頁以下参照。
（10） ハーマッハーによれば，「落下（Fal）」としての「偶然（Zufal）」において，
自然の法則のもとにある二つの落下が互いに衝突する。こうした二つの落下の
「一致（Zusammenfal）」によって，自然の法則に対応すると同時に，それを失
効させるような両義的な秩序が生じ，「偶然のアーチ」が形づくられる。だが，
「落下」は「落下」のままにとどまり，「偶然のアーチ」は大地の余震によって
「崩壊 （Zerfal）」 へと至る。 Vgl.WernerHamacher:DasBeben der
Darstelung.In:DavidE.Welbery（Hrsg.）:PositionenderLiteraturwissen-
schaft.AchtModelanalysenam BeispielvonKleists,DasErdbebenin
Chili・3.Aufl.,Beck,Munchen1993,S.155.
（11）「クライストのテクストにおける偶然の詩的な論理とは，個々の語の連結とい
う言語上の論理であり，個々の語は，即物的に形態の上で厳密に相互に関係し合
う。こうした関係の中で，個々の語は，混ざりあって曖昧な統一を形づくること
も，孤立してたんに相並んで位置することもなく，収斂し，互いに衝突し，交互
にそれらの意味の傾向を阻止しながら，重力の法則に逆らってその構成要素を揺
れながら保持する偶然のアーチと全く同様に，慣習的な言語使用に逆らってその
構成要素を揺れながら保持する潜在的なシンタグマを形づくる」ことによって，
Falという語の意味および形態上の統一も，その同質性，直線性，一義性を奪
われ，テクスト全体の上にまき散らされ，増幅する。Vgl.Hamacher,a.a.O.,S.
157.
（12） DavidE.Welbery:SemiotischeAnmerkungenzuKleists,DasErdbebenin
Chili・.In:Ders.（Hrsg.）:Positionen der Literaturwissenschaft.Acht
ModelanalysenamBeispielvonKleists,DasErdbebeninChili・.S.71.
（13） R・ヤーコブソン『一般言語学』（川本茂雄，田村すゞ子，村崎恭子，長嶋善
郎，中野直子共訳，みすず書房）1987年，192頁。
（14） 同書，194頁。
（15） こうした例をさらに挙げれば，以下のようなものがある。「綱（Strick）」
（191）で首を吊って死のうと決心したジェロニモは，地震によって死を免れるが，
暴徒の棍棒の一撃によって「打ちのめさ（streckte）」（219）れる。もうもうと
立ち込める「煙（Dampf）」（199）をものともせずに修道院の建物の中へ身を投
じるジョゼフェは，「戦い（Kampf）」（219）に終止符を打つために群衆の中へ
身を投じる。「肩（Schulter）」（205）を負傷しているドン・「ペドロ（Pedro）」
（ebd.）はジョゼフェに優しくうなずきかけるが，「靴屋（Schuster）」（217ff.）
の「ペドリーヨ（Pedrilo）」（ebd.）親方はジョゼフェを棍棒で撲殺する（Strick
とstreckte，DampfとKampf，SchulterとSchuster，PedroとPedrilo）。
こうした一種の言語遊戯を思わせるものが，作者の意図的な所産か，それとも偶
然の所産か，といった問いが提起されるかもしれない。クライストのほかの物語
作品，例えば『サント・ドミンゴ島の婚約』や『拾い子』には，それぞれ
GUSTAV-AVGUST（グスタフアウグスト），Nicolo-Colino（ニコロコリノ）
といった人名のアナグラムが見られる。こうした人名アナグラムが，その背後に
作品の主題である「自己ないし自我意識の同一性と分裂性の問題」をひきずって
158
Hosei University Repository
いると解釈する中村志朗氏は，クライストのアナグラムを意識的な遊戯であると
した上で，作品の主題との関連を視野に入れた場合，創作行為における無意識な
ものに通底する，という見解を述べている。『チリの地震』における，言語の詩
的機能への注意を喚起するものに関しては，人名アナグラムにおけるような作者
の意識性の介入は認められないように思われる。しかし，本稿では，こうした一
種の言語遊戯を思わせるものが，作者の意識的な所産か，無意識の所産かを追求
することが目的ではなく，むしろ，テクストそのもののもつ可能性に焦点が当て
られる。中村志朗『クライスト序説 現代文学の開拓者』（未來社）1997年，178
頁以下。
（16） Vgl.Hamacher,a.a.O.,S.155f.
（17） Vgl.KlausMuler-Salget:DasPrinzipderDoppeldeutigkeitinKleists
Erzahlungen.In:WalterMuler-Seidel（Hrsg.）:KleistsAktualitat.Neue
AufsatzeundEssays19661978.（WegederForschung;Bd.586）Wissen-
schaftlicheBuchgeselschaft,Darmstadt1981,S.177.
（18） Vgl.Salget,a.a.O.,S.177.
（19） Vgl.Salget,a.a.O.,S.175.
（20） 岡本雅克『近代的自我の彼方へ クライストとカント 』，47頁以下参
照。
（ドイツ文学／市ヶ谷リベラルアーツ兼任講師）
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